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【手続補正書】
【提出日】平成28年10月20日(2016.10.20)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　残留周波数オフセット誤差を扱うための方法であって、
　　装置において、アップリンク（ＵＬ）マルチユーザ（ＭＵ）送信における各ユーザの
各空間ストリーム用に指定されたインターリーブトーンを有するトーンインターリーブさ
れたロングトレーニングフィールド（ＬＴＦ）を備えるプリアンブル部分を有するパケッ
トを受信することと、ここで、各トーンインターリーブされたＬＴＦにおいて、各空間ス
トリームは、トーンのサブセットに関連付けられ、第１の空間ストリームはトーンの第１
のサブセットに関連付けられ、第２の空間ストリームは、前記トーンの前記第１のサブセ
ットとインターリーブされた前記トーンの第２のサブセットに関連付けられ、前記インタ
ーリーブトーンはあるパターンで配置され、前記パターンは、２つの連続するトーンイン
ターリーブされたＬＴＦの間でシフトされる、
　　前記トーンインターリーブされたＬＴＦに基づいて、前記パケットに対して周波数オ
フセット調節を実施することと、
　を備える方法。
【請求項２】
　前記ＬＴＦの数は、前記装置によって受信された空間ストリームの数よりも１大きい、
請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記トーンインターリーブされたＬＴＦのうちの最後のものは、前記トーンインターリ
ーブされたＬＴＦのうちの最初のもののコピーである、請求項２に記載の方法。
【請求項４】
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　前記周波数オフセット調節を実施することは、周波数オフセットを決定するのに、前記
トーンインターリーブされたＬＴＦの前記最初のものと前記最後のものとの間のいくつか
のトーンサブセットについての位相差を使用することを備え、ここで、前記トーンサブセ
ットの数は空間ストリームの前記数に等しい、請求項３に記載の方法。
【請求項５】
　前記インターリーブトーンの前記パターンは１トーン分だけシフトされる、請求項１に
記載の方法。
【請求項６】
　前記インターリーブトーンの前記パターンは、２トーン分だけ、または４トーン分だけ
シフトされる、請求項１に記載の方法。
【請求項７】
　各空間ストリームは、前記トーンインターリーブされたＬＴＦのためのすべてのトーン
の２分の１または４分の１をカバーする、請求項６に記載の方法。
【請求項８】
　前記周波数オフセット調節を実施する前に欠落トーンを補間することをさらに備える、
請求項７に記載の方法。
【請求項９】
　前記トーンインターリーブされたＬＴＦのうちの最後のものは、あるパターンによる、
前記トーンインターリーブされたＬＴＦの１つまたは複数の先行ＬＴＦの異なる部分のコ
ピーである、請求項２に記載の方法。
【請求項１０】
　前記周波数オフセット調節を実施することは、前記パターンによる、前記１つまたは複
数の先行ＬＴＦの前記異なる部分と、前記トーンインターリーブされたＬＴＦのうちの前
記最後のものとの間のいくつかのトーンサブセットについての位相差を補正することを備
える、請求項９に記載の方法。
【請求項１１】
　前記位相差を補正することは、前記空間ストリームの各々のための前記先行ＬＴＦの各
々についての位相オフセットを決定することを備える、請求項１０に記載の方法。
【請求項１２】
　前記トーンインターリーブされたＬＴＦのうちの前記最後のものに埋め込まれた信号（
ＳＩＧ）フィールド中の情報を抽出することと、
　前記ＳＩＧフィールド中の前記情報に基づいて前記パケットを処理することとをさらに
備える、請求項９に記載の方法。
【請求項１３】
　前記抽出することは、前記トーンインターリーブされたＬＴＦのうちの前記最後のもの
の中のトーンにおける極性変化を検出することを備える、請求項１２に記載の方法。
【請求項１４】
　各トーンインターリーブされたＬＴＦにおいて、前記トーンの前記第１および第２のサ
ブセットは１つまたは複数のサブバンドの第１のセットに関連付けられ、第３の空間スト
リームはトーンの第３のサブセットに関連付けられ、第４の空間ストリームは、前記トー
ンの前記第３のサブセットとインターリーブされたトーンの第４のサブセットに関連付け
られ、前記トーンの前記第３および第４のサブセットは、前記第１のセットとは異なる、
１つまたは複数のサブバンドの第２のセットに関連付けられる、請求項１に記載の方法。
【請求項１５】
　前記周波数オフセット調節を実施することは、周波数誤差に起因して起こる位相オフセ
ットを補正するための位相オフセット調節を実施することを備える、請求項１に記載の方
法。
【請求項１６】
　前記トーンインターリーブされたＬＴＦのうちの少なくとも１つは、４μｓよりも大き
い持続時間を有するシンボルを備える、請求項１に記載の方法。
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【請求項１７】
　残留周波数オフセット誤差を扱うための装置であって、
　　アップリンク（ＵＬ）マルチユーザ（ＭＵ）送信における各ユーザの各空間ストリー
ム用に指定されたインターリーブトーンを有するトーンインターリーブされたロングトレ
ーニングフィールド（ＬＴＦ）を備えるプリアンブル部分を有するパケットを受信するよ
うに構成された受信機と、ここで、各トーンインターリーブされたＬＴＦにおいて、第１
の空間ストリームはトーンの第１のサブセットに関連付けられ、第２の空間ストリームは
、前記トーンの前記第１のサブセットとインターリーブされた前記トーンの第２のサブセ
ットに関連付けられ、前記インターリーブトーンはあるパターンで配置され、前記パター
ンは、２つの連続するトーンインターリーブされたＬＴＦの間でシフトされる、
　　前記トーンインターリーブされたＬＴＦに基づいて、前記パケットに対して周波数オ
フセット調節を実施するように構成された処理システムと、
　を備える装置。
【請求項１８】
　前記ＬＴＦの数は、前記装置によって受信された空間ストリームの数よりも１大きい、
請求項１７に記載の装置。
【請求項１９】
　前記トーンインターリーブされたＬＴＦのうちの最後のものは、前記トーンインターリ
ーブされたＬＴＦのうちの最初のもののコピーである、請求項１８に記載の装置。
【請求項２０】
　前記処理システムは、周波数オフセットを決定するのに、前記トーンインターリーブさ
れたＬＴＦの前記最初のものと前記最後のものとの間のいくつかのトーンサブセットにつ
いての位相差を使うことによって、前記周波数オフセット調節を実施するように構成され
、ここで、前記トーンサブセットの数は空間ストリームの前記数に等しい、請求項１９に
記載の装置。
【請求項２１】
　前記インターリーブトーンの前記パターンは１トーン分だけシフトされる、請求項１７
に記載の装置。
【請求項２２】
　前記インターリーブトーンの前記パターンは２トーン分だけ、または４トーン分だけシ
フトされる、請求項１７に記載の装置。
【請求項２３】
　各空間ストリームは、前記トーンインターリーブされたＬＴＦのためのすべてのトーン
の２分の１または４分の１をカバーする、請求項２２に記載の装置。
【請求項２４】
　前記処理システムは、前記周波数オフセット調節を実施する前に欠落トーンを補間する
ようにさらに構成される、請求項２３に記載の装置。
【請求項２５】
　前記トーンインターリーブされたＬＴＦのうちの最後のものは、あるパターンによる、
前記トーンインターリーブされたＬＴＦの１つまたは複数の先行ＬＴＦの異なる部分のコ
ピーである、請求項１８に記載の装置。
【請求項２６】
　前記処理システムは、前記パターンによる、前記１つまたは複数の先行ＬＴＦの前記異
なる部分と、前記トーンインターリーブされたＬＴＦのうちの前記最後のものとの間のい
くつかのトーンサブセットについての位相差を補正することによって、前記周波数オフセ
ット調節を実施するように構成される、請求項２５に記載の装置。
【請求項２７】
　前記位相差を補正することは、前記空間ストリームの各々のための前記先行ＬＴＦの各
々についての位相オフセットを決定することを備える、請求項２６に記載の装置。
【請求項２８】
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　前記処理システムは、
　前記トーンインターリーブされたＬＴＦのうちの前記最後のものに埋め込まれた信号（
ＳＩＧ）フィールド中の情報を抽出し、
　前記ＳＩＧフィールド中の前記情報に基づいて前記パケットを処理するようにさらに構
成される、請求項２５に記載の装置。
【請求項２９】
　前記処理システムは、前記トーンインターリーブされたＬＴＦのうちの前記最後のもの
の中のトーンにおける極性変化を検出することによって、前記情報を抽出するように構成
される、請求項２８に記載の装置。
【請求項３０】
　各トーンインターリーブされたＬＴＦにおいて、前記トーンの前記第１および第２のサ
ブセットは１つまたは複数のサブバンドの第１のセットに関連付けられ、第３の空間スト
リームはトーンの第３のサブセットに関連付けられ、第４の空間ストリームは、前記トー
ンの前記第３のサブセットとインターリーブされたトーンの第４のサブセットに関連付け
られ、前記トーンの前記第３および第４のサブセットは、前記第１のセットとは異なる、
１つまたは複数のサブバンドの第２のセットに関連付けられる、請求項１７に記載の装置
。
【請求項３１】
　前記処理システムは、周波数誤差に起因して起こる位相オフセットを補正するための位
相オフセット調節を実施することによって、前記周波数オフセット調節を実施するように
構成される、請求項１７に記載の装置。
【請求項３２】
　前記トーンインターリーブされたＬＴＦのうちの少なくとも１つは、４μｓよりも大き
い持続時間を有するシンボルを備える、請求項１７に記載の装置。
【請求項３３】
　残留周波数オフセット誤差を扱うための装置であって、
　　アップリンク（ＵＬ）マルチユーザ（ＭＵ）送信における各ユーザの各空間ストリー
ム用に指定されたインターリーブトーンを有するトーンインターリーブされたロングトレ
ーニングフィールド（ＬＴＦ）を備えるプリアンブル部分を有するパケットを受信するた
めの手段と、ここで、各トーンインターリーブされたＬＴＦにおいて、第１の空間ストリ
ームはトーンの第１のサブセットに関連付けられ、第２の空間ストリームは、前記トーン
の前記第１のサブセットとインターリーブされた前記トーンの第２のサブセットに関連付
けられ、前記インターリーブトーンはあるパターンで配置され、前記パターンは、２つの
連続するトーンインターリーブされたＬＴＦの間でシフトされる、
　　前記トーンインターリーブされたＬＴＦに基づいて、前記パケットに対して周波数オ
フセット調節を実施するための手段と、
　を備える装置。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０２０８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０２０８】
　[0244]特許請求の範囲は、上記で示された精密な構成および構成要素に限定されないこ
とを理解されたい。上述された方法および装置の配置、動作および詳細には、特許請求の
範囲を逸脱することなく、様々な修正、変更および変形が加えられ得る。
　以下に、本願出願の当初の特許請求の範囲に記載された発明を付記する。
［Ｃ１］
　残留周波数オフセット誤差を扱うための方法であって、
　　装置において、トーンインターリーブされたロングトレーニングフィールド（ＬＴＦ
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）を備えるプリアンブル部分を有するパケットを受信することと、ここで、各トーンイン
ターリーブされたＬＴＦにおいて、第１の空間ストリームはトーンの第１のサブセットに
関連付けられ、第２の空間ストリームは、前記トーンの前記第１のサブセットとインター
リーブされた前記トーンの第２のサブセットに関連付けられる、
　　前記トーンインターリーブされたＬＴＦに基づいて、前記パケットに対して周波数オ
フセット調節を実施することと、
　を備える方法。
［Ｃ２］
　前記ＬＴＦの数は、前記装置によって受信された空間ストリームの数よりも１大きい、
Ｃ１に記載の方法。
［Ｃ３］
　前記トーンインターリーブされたＬＴＦのうちの最後のものは、前記トーンインターリ
ーブされたＬＴＦのうちの最初のもののコピーである、Ｃ２に記載の方法。
［Ｃ４］
　前記周波数オフセット調節を実施することは、周波数オフセットを決定するのに、前記
トーンインターリーブされたＬＴＦの前記最初のものと前記最後のものとの間のいくつか
のトーンサブセットについての位相差を使用することを備え、ここで、前記トーンサブセ
ットの数は空間ストリームの前記数に等しい、Ｃ３に記載の方法。
［Ｃ５］
　前記トーンインターリーブされたＬＴＦの各々は、アップリンク（ＵＬ）マルチユーザ
（ＭＵ）多入力多出力（ＭＩＭＯ）送信における各ユーザの各空間ストリーム用に指定さ
れたインターリーブトーンを備える、Ｃ１に記載の方法。
［Ｃ６］
　各ユーザの各空間ストリーム用に指定された前記インターリーブトーンのパターンは、
２つの連続するトーンインターリーブされたＬＴＦの間でシフトされる、Ｃ５に記載の方
法。
［Ｃ７］
　前記インターリーブトーンの前記パターンは１トーン分だけシフトされる、Ｃ６に記載
の方法。
［Ｃ８］
　前記インターリーブトーンの前記パターンは、２トーン分だけ、または４トーン分だけ
シフトされる、Ｃ６に記載の方法。
［Ｃ９］
　各空間ストリームは、前記トーンインターリーブされたＬＴＦのためのすべてのトーン
の２分の１または４分の１をカバーする、Ｃ８に記載の方法。
［Ｃ１０］
　前記周波数オフセット調節を実施する前に欠落トーンを補間することをさらに備える、
Ｃ９に記載の方法。
［Ｃ１１］
　前記トーンインターリーブされたＬＴＦのうちの最後のものは、あるパターンによる、
前記トーンインターリーブされたＬＴＦの１つまたは複数の先行ＬＴＦの異なる部分のコ
ピーである、Ｃ２に記載の方法。
［Ｃ１２］
　前記周波数オフセット調節を実施することは、前記パターンによる、前記１つまたは複
数の先行ＬＴＦの前記異なる部分と、前記トーンインターリーブされたＬＴＦのうちの前
記最後のものとの間のいくつかのトーンサブセットについての位相差を補正することを備
える、Ｃ１１に記載の方法。
［Ｃ１３］
　前記位相差を補正することは、前記空間ストリームの各々のための前記先行ＬＴＦの各
々についての位相オフセットを決定することを備える、Ｃ１２に記載の方法。
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［Ｃ１４］
　前記トーンインターリーブされたＬＴＦのうちの前記最後のものに埋め込まれた信号（
ＳＩＧ）フィールド中の情報を抽出することと、
　前記ＳＩＧフィールド中の前記情報に基づいて前記パケットを処理することとをさらに
備える、Ｃ１１に記載の方法。
［Ｃ１５］
　前記抽出することは、前記トーンインターリーブされたＬＴＦのうちの前記最後のもの
の中のトーンにおける極性変化を検出することを備える、Ｃ１４に記載の方法。
［Ｃ１６］
　各トーンインターリーブされたＬＴＦにおいて、前記トーンの前記第１および第２のサ
ブセットは１つまたは複数のサブバンドの第１のセットに関連付けられ、第３の空間スト
リームはトーンの第３のサブセットに関連付けられ、第４の空間ストリームは、前記トー
ンの前記第３のサブセットとインターリーブされたトーンの第４のサブセットに関連付け
られ、前記トーンの前記第３および第４のサブセットは、前記第１のセットとは異なる、
１つまたは複数のサブバンドの第２のセットに関連付けられる、Ｃ１に記載の方法。
［Ｃ１７］
　前記周波数オフセット調節を実施することは、周波数誤差に起因して起こる位相オフセ
ットを補正するための位相オフセット調節を実施することを備える、Ｃ１に記載の方法。
［Ｃ１８］
　前記トーンインターリーブされたＬＴＦのうちの少なくとも１つは、４μｓよりも大き
い持続時間を有するシンボルを備える、Ｃ１に記載の方法。
［Ｃ１９］
　残留周波数オフセット誤差を扱うための装置であって、
　　トーンインターリーブされたロングトレーニングフィールド（ＬＴＦ）を備えるプリ
アンブル部分を有するパケットを受信するように構成された受信機と、ここで、各トーン
インターリーブされたＬＴＦにおいて、第１の空間ストリームはトーンの第１のサブセッ
トに関連付けられ、第２の空間ストリームは、前記トーンの前記第１のサブセットとイン
ターリーブされた前記トーンの第２のサブセットに関連付けられる、
　　前記トーンインターリーブされたＬＴＦに基づいて、前記パケットに対して周波数オ
フセット調節を実施するように構成された処理システムと、
　を備える装置。
［Ｃ２０］
　前記ＬＴＦの数は、前記装置によって受信された空間ストリームの数よりも１大きい、
Ｃ１９に記載の装置。
［Ｃ２１］
　前記トーンインターリーブされたＬＴＦのうちの最後のものは、前記トーンインターリ
ーブされたＬＴＦのうちの最初のもののコピーである、Ｃ２０に記載の装置。
［Ｃ２２］
　前記処理システムは、周波数オフセットを決定するのに、前記トーンインターリーブさ
れたＬＴＦの前記最初のものと前記最後のものとの間のいくつかのトーンサブセットにつ
いての位相差を使うことによって、前記周波数オフセット調節を実施するように構成され
、ここで、前記トーンサブセットの数は空間ストリームの前記数に等しい、Ｃ２１に記載
の装置。
［Ｃ２３］
　前記トーンインターリーブされたＬＴＦの各々は、アップリンク（ＵＬ）マルチユーザ
（ＭＵ）多入力多出力（ＭＩＭＯ）送信における各ユーザの各空間ストリーム用に指定さ
れたインターリーブトーンを備える、Ｃ１９に記載の装置。
［Ｃ２４］
　各ユーザの各空間ストリーム用に指定された前記インターリーブトーンのパターンは、
２つの連続するトーンインターリーブされたＬＴＦの間でシフトされる、Ｃ２３に記載の
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装置。
［Ｃ２５］
　前記インターリーブトーンの前記パターンは１トーンだけシフトされる、Ｃ２４に記載
の装置。
［Ｃ２６］
　前記インターリーブトーンの前記パターンは２トーンだけ、または４トーンだけシフト
される、Ｃ２４に記載の装置。
［Ｃ２７］
　各空間ストリームは、前記トーンインターリーブされたＬＴＦのためのすべてのトーン
の２分の１または４分の１をカバーする、Ｃ２６に記載の装置。
［Ｃ２８］
　前記処理システムは、前記周波数オフセット調節を実施する前に欠落トーンを補間する
ようにさらに構成される、Ｃ２７に記載の装置。
［Ｃ２９］
　前記トーンインターリーブされたＬＴＦのうちの最後のものは、あるパターンによる、
前記トーンインターリーブされたＬＴＦの１つまたは複数の先行ＬＴＦの異なる部分のコ
ピーである、Ｃ２０に記載の装置。
［Ｃ３０］
　前記処理システムは、前記パターンによる、前記１つまたは複数の先行ＬＴＦの前記異
なる部分と、前記トーンインターリーブされたＬＴＦのうちの前記最後のものとの間のい
くつかのトーンサブセットについての位相差を補正することによって、前記周波数オフセ
ット調節を実施するように構成される、Ｃ２９に記載の装置。
［Ｃ３１］
　前記位相差を補正することは、前記空間ストリームの各々のための前記先行ＬＴＦの各
々についての位相オフセットを決定することを備える、Ｃ３０に記載の装置。
［Ｃ３２］
　前記処理システムは、
　前記トーンインターリーブされたＬＴＦのうちの前記最後のものに埋め込まれた信号（
ＳＩＧ）フィールド中の情報を抽出し、
　前記ＳＩＧフィールド中の前記情報に基づいて前記パケットを処理するようにさらに構
成される、Ｃ２９に記載の装置。
［Ｃ３３］
　前記処理システムは、前記トーンインターリーブされたＬＴＦのうちの前記最後のもの
の中のトーンにおける極性変化を検出することによって、前記情報を抽出するように構成
される、Ｃ３２に記載の装置。
［Ｃ３４］
　各トーンインターリーブされたＬＴＦにおいて、前記トーンの前記第１および第２のサ
ブセットは１つまたは複数のサブバンドの第１のセットに関連付けられ、第３の空間スト
リームはトーンの第３のサブセットに関連付けられ、第４の空間ストリームは、前記トー
ンの前記第３のサブセットとインターリーブされたトーンの第４のサブセットに関連付け
られ、前記トーンの前記第３および第４のサブセットは、前記第１のセットとは異なる、
１つまたは複数のサブバンドの第２のセットに関連付けられる、Ｃ１９に記載の装置。
［Ｃ３５］
　前記処理システムは、周波数誤差に起因して起こる位相オフセットを補正するための位
相オフセット調節を実施することによって、前記周波数オフセット調節を実施するように
構成される、Ｃ１９に記載の装置。
［Ｃ３６］
　前記トーンインターリーブされたＬＴＦのうちの少なくとも１つは、４μｓよりも大き
い持続時間を有するシンボルを備える、Ｃ１９に記載の装置。
［Ｃ３７］



(8) JP 2016-530776 A5 2016.12.8

　残留周波数オフセット誤差を扱うための装置であって、
　　トーンインターリーブされたロングトレーニングフィールド（ＬＴＦ）を備えるプリ
アンブル部分を有するパケットを受信するための手段と、ここで、各トーンインターリー
ブされたＬＴＦにおいて、第１の空間ストリームはトーンの第１のサブセットに関連付け
られ、第２の空間ストリームは、前記トーンの前記第１のサブセットとインターリーブさ
れた前記トーンの第２のサブセットに関連付けられる、
　　前記トーンインターリーブされたＬＴＦに基づいて、前記パケットに対して周波数オ
フセット調節を実施するための手段と、
　を備える装置。
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